
「まちづくり交流フォーラム研究集会“99”in　GIFU」
スタートしました。

●１０月２日(土)は、「水のまち」郡上八幡を八幡町役場の武藤隆晴さんの案内でフィールドワーク。約３０名参加。林進実行委員長を先頭に約２時間見学して歩きました。

●３日（日）は、郡上大和町「古今伝授の里＆明建神社」で記念講演とシンポジウム、そして、二つの分科会を開催。約１５０名参加。台風の影響で交通アクセスが悪いなか、たくさん来て頂きました。講師のみなさん、遠方からご参加のみなさん、ありがとうございました。

＊ゲストスピーカーのデレック・ゴウリングさんは、（鉄道や自動車交通の発達によって眠っていた）「運河」という歴史的な資源を「レジャーやレクリエーション」という新しい時代のニーズにあわせて積極的に開発していること、その経済効果（投資効果）や手法も含めて報告。

＊また、木原勝彬・奈良まちづくりセンター前理事長は、「八幡町、大和町ともに地域の伝統的歴史的資源を保存するだけでなく活用しエコロジカル・シティを造っている。素晴らしい。２１世紀の未来都市だ。奈良市が世界文化遺産に指定されましたが、まいりました」と絶賛。

●（権威や常識が当てる光の陰に隠れている素晴らしい「現場の知恵」はいろいろあります。まちづくり交流フォーラムではそうしたものも掘り起こし、光を当てたい。／●八幡町で２日夜、「高雄歌舞伎」（高雄神社への奉納。地区住民がすべて実行・実演、子ども歌舞伎もある）を観劇。地域コミュニティが息づいているのを目の当たりにしました。現地開催は、こういう思わぬお土産も用意してくれます。）

次回は。
■１０月３１日(日) 受付13:00～閉会16:30／会場：大垣市ソフトピアジャパン。

テーマ「中心市街地の活性化を考える」／大垣市の取組みをモデル事例として討論し深めます。／「基調講演」（鈴木誠・岐阜経済大学助教授）のほか、大垣市の方々と昨年の事例報告者などでパネル討論、コーディネーターは飯田英明・日本不動産研究所上席主幹／参加費：1,000円／交通案内「ＪＲ大垣駅」から近鉄バスで10分、「ソフトピアジャパン前」下車。企画問合せ：電話0584-７４-２５０７（共立総研・松永）

次々回は。

· １１月７日（日）開会13:00～閉会17:00／会場：恵那郡加子母村「明治座」。

テーマ「よみがえれ農山村。農山村と都市の共生ネットワーク」／「講演」（中島紀干・中島工務店代表取締役）、パネル討論は粥川真策・加子母村村長、林進岐阜大学教授ほか、コーディネーターは有本信昭岐阜大学教授。／翌８日は、神宮備林など現場見学、宿泊は1泊２食で6000円。／参加費：500円／交通案内：現地への公共機関は不便。11時5分「ＪＲ中津川駅」にてマイクロバスで迎えます。ここから約１時間／昼食申込み：1,000円。

企画問合せ：電話0573-７９―３１３１（中川護）
案内パンフレットや申込み用紙をお持ちでない方の

問合せ申込み：名古屋市中区栄3-18-1ナディアパーク13Ｆ㈱地域計画建築研究所気付

ＦＡＸ052-２３８－１６０１　電話052-２３８－１６００　まちづくり交流フォーラムへ。
名古屋市シンポジウム「ボランティア、ＮＰＯってなーに」（名古屋市主催）
１０月３１日(日)１３：３０～１６：３０／会場：伏見ライフプラザ５Ｆ「鯱城ホール」（地下鉄伏見駅徒歩５分）
パネリスト：播磨靖夫（日本ＮＰＯセンター副代表理事）、昇秀樹（名城大学都市情報学部教授）、

野村文枝（地域福祉を考える会々長）／コーディネーター：中田實（愛知学泉大学コミュニティ政策学部教授、まちづくり交流フォーラム代表）／参加費：無料。問合せ：052（９７２）３１１６　名古屋市区政課

「ＮＰＯ・市民事業がつくる21世紀の福祉社会。介護保険が始まるよ」

　　　　　申込み受付け開始!!　　　「お名前・連絡先」を書いて、ＦＡＸで!!
とき／１０月２４日（日）　会場／愛知県産業貿易館大会議室（名古屋市中区丸の内）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地下鉄｢市役所｣又は「丸の内」駅から徒歩で約10分。

主催：医療と保健と福祉の市民ネットワーク東海、ＮＰＯ連絡会（よろず相談センター）

趣旨：ＮＰＯや市民自身が主役になって語ります。　　　　　参加費：１０００円（学生半額）
プログラム　10：00開会　16：30閉会。　　―第1部基調講演と討論／第2部分科会。　　

10：10～10：50　　基調講演「介護保険施行の準備状況」　厚生省介護保険準備室。

10：50～12：20　　インタビュー「元気いっぱい！知多のＮＰＯネットワーク。市民事業の

　　　　　　　　　意義と課題」　　≪答えて頂く方々：「ちた在宅ネット」のみなさん。≫　　

●インタビュアー：武長脩行（椙山女学園大学生活科学部教授）

· コメンテーター：高間睦（中日新聞生活部）／野口定久（日本福祉大学社会福祉学科教授）

12：20～12：30　「“介護保険準備状況”自治体・ＮＰＯアンケート調査結果」の発表

　　　　　　　　　　　

13：30～15：15　　分科会

（１）「介護保険と市民参画・市民事業」

（２）「ＮＰＯ・市民事業の設立と経営」

（３）「入門　地域たすけあいよろず相談。―ボランティア・ＮＰＯ・介護保険」
　15：30～16：30　てい談「民間介護サービスをどう活かすか。―ＮＰＯネットワークの展望」

　　　高間睦（中日新聞生活部）／武長脩行／野口定久／ほか。

問合せ／電話052-821-2010：医療と保健と福祉の市民ネットワーク東海（あいち生協小川・田中）
申込み／ＦＡＸ　０５２―８２１―２０９９　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ＮＰＯ支援情報

●財団法人名古屋都市センターが旧館を無料で会合などに開放。

　金山駅から徒歩２～３分程度。１０～２０人の会合可能。但し、「まちづくり団体」対象。

　問合せ：０５２－６７８－２２１４　管理課：井口

●トヨタ財団市民活動助成

　市民＆ＮＰＯ　～新しい公共の創造へ向けて～。公募期間：10月1日～11月30日。

　調査･研究･会議･集会･交流･出版･組織基盤整備・など対象。１件：２００万円程度。

　問合せ：０３－３３４４－１７０１　市民活動助成係

●ハウジングアンドコミュニティ財団

　住まいとコミュニティづくり活動助成事業。募集期間：10月1日～12月10日まで。

　１件：１００万円程度。　　　問合せ：０３－３５８６－４８６９　活動助成Ｚ係。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

                                                        Ｎｏ，8／1999･10･5


              名古屋市東区東桜2-18-3 702 


 TEL&FAX052(930)0700 　発行者：大西光夫





ちた在宅ネット　　知多半島の５市５町（６０万人）で活動する１４の福祉系ＮＰＯがネットワーク「ちた在宅ネット」を作っています。介護保険の指定事業者となることをめざして、１４団体中すでに５団体がＮＰＯ法人の認証を終え、他にも１団体が申請中です。逆に、ＮＰＯ法人は取らないと決めた団体もあります。そして今、共通の課題や事業に対処するためのサポートセンターとして「地域福祉サポートちた」を組織しＮＰＯ法人を申請しています。このうちの幾つかの団体は、財政規模が数千万円を超えサービス会員もそれぞれ数百名以上を組織しています。私たちが知る限り、これほど質の高い充実したＮＰＯの動きは全国でも例を見ないものです。これらの方々に、その設立の動機や情熱、組織運営のノウハウ、特にネットワーク化のプロセスやＮＰＯ法人取得の決断と悩み、また介護保険施行に向けての抱負、提言などを聞きます。


　　





●10月5日から14日まで、ＮＰＯ連絡会事務所（052-930-0700）を留守にします。(大西)


　お急ぎの方は、ＴＥＬ０５６２－５５－２１０５（竹内俊就まで）








